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ボスニア・ヘルツェゴビナ（ＢＨ）情勢月報（２０２４年５月分） 

２０２４年６月 

在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本国大使館 
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１．国内情勢 

（１）国家レベル 

●地方選挙の公示（８日） 

 ８日、ＢＨ中央選挙管理委員会（ＣＥＣ）は、

統一地方選挙日程を公示した。投票日は２０

２４年１０月６日（日）、選挙対象となるのは３１

の市議会（ＢＨ連邦：２１、ＲＳ：１０）、１１１の自

治体議会（ＢＨ連邦：５８、ＲＳ：５３）、３２の市

長（ブルチュコ特別区長含む）及び１１１の自

治体首長。 

（２）エンティティ、特別区 

ア ボスニア・ヘルツェゴビナ連邦（ＢＨ連邦） 

●ＢＨ憲法裁判所連邦選出裁判官の任命（２

９日） 

 ２９日、ＢＨ連邦下院において、２０２２年１１

月に退職したＢＨ憲法裁判所裁判官の後任と

なるマリン・ブコヤ氏（クロアチア系）の任命が

承認された。ＢＨ憲法裁判所の裁判官はＢＨ

連邦選出の４名、ＲＳ選出の２名及び外国人３

名で構成されているが、ＢＨ連邦選出裁判官

１名及びＲＳ選出２名の退職後に後任が任命

されず、空席が続いていた。今回のブコヤ氏

の任命により、裁判官数は７名となった。 

イ スルプスカ共和国（ＲＳ） 

●ヤセノバッツ強制収容所犠牲者追悼式典

（１２日） 

 １２日、ＲＳ北部のクロアチア国境に位置す

るドーニャ・グラディナのヤセノバッツ強制収

容所跡において犠牲者の追悼行事が開かれ、

ドディックＲＳ大統領、ツビヤノビッチＢＨ大統

領評議会セルビア系メンバー、ビシュコビッチ

ＲＳ首相、ステバンディッチＲＳ国民議会議長

の他、周辺国よりブチェビッチ・セルビア首相、

マンディッチ・モンテネグロ議会議長等が出席。 

 本年の行事においてはスレブレニツァの虐

殺に係る国連総会決議が強く批判され、収容

所におけるセルビア民族の被害が強調された。 

●スレブレニツァの虐殺に係る国連総会決議

を受けた反応（２２日） 

 国連総会でのスレブレニツァの虐殺に係る

決議の採択を受け、ＲＳ政府は閣議において

「平和的関係解消合意」を３０日以内にＢＨ連

邦に提案する旨決定。ドディックＲＳ大統領は、

「各エンティティの持つ政治的権能を明確にし、

経済機能については現在のモデルを残しつつ、

数年以内にそれを平和的境界設定モデルに

適応させることを提案する」と述べた。 

●外国エージェント法の取り下げ（２９日） 

 ２９日、ＲＳ国民議会は所謂「外国エージェン

ト法」の採択を取り下げた。同法は国から資金

を得ているＮＧＯを「外国エージェント」とし、Ｒ

Ｓ政府に対する収支の報告を義務付けるもの

であり、市民の自由な活動に対する圧力であ

るとして米欧より強い懸念が表明されてきた。 

同法案は第一読会での可決後、本年３月、公

聴会の結果として改正法案が再度採択され、

更に５月２２日のＲＳ国民議会でアジェンダに

掲載され、その本採択が予想されていたが、

審議未了になっていた。ＥＵは本件取り下げを

前向きなものとして評価。 

 

２．外政 

（１）多国間、国際・地域機構（ＥＵ加盟プロセ

スを含む） 

●クリシュト閣僚評議会議長のＥＵ西バルカ

ン・サミット出席（１６日） 

 １６日、クリシュトＢＨ閣僚評議会議長はモン

テネグロのコトルで開かれたＥＵ西バルカン・

サミットに出席した。クリシュト議長はこれまで

のＢＨの改革の進展と、直近に「西バルカン成

長計画」に基づく改革アジェンダを欧州委員会

に公式に提出したことを紹介した上で、国内
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の合意によりＥＵ加盟という共通の外交目標

を達成していく意志を確認した。また、次回９

月のＥＵ西バルカン・サミットをＢＨがホストす

ることを発表した。 

●ヘレズ国防大臣のＮＡＴＯ訪問（２１日～２４

日） 

 ５月２１日～２４日、ヘレズ国防大臣は、ブリ

ュッセルのＮＡＴＯ本部及びモンス（ベルギー）

のＮＡＴＯ欧州連合軍最高司令部（ＳＨＡＰＥ）

を訪問し、ジョアナＮＡＴＯ事務次長、北大西洋

理事会（ＮＡＣ）メンバー等のＮＡＴＯ高官と会

談。ＢＨの政情・安全保障環境は悪化している

と述べ、ロシア等の外部の脅威を牽制するた

め、ＢＨへのＮＡＴＯ基地の設置、ＮＡＴＯサラ

エボ本部の強化、対戦車・対空装備の配備等

ＢＨ防衛システムの強化を要請した。 

（２）二国間関係 

●ベチロビッチＢＨ大統領評議会議長の訪独

（６日～７日） 

 ６日～７日、ベチロビッチＢＨ大統領評議会

議長はドイツを訪問し、シュタインマイヤー大

統領及びショルツ首相と会談した。ベチロビッ

チ議長はＢＨのＥＵ及びＮＡＴＯ加盟の重要性

を改めて指摘し、スレブレニツァの虐殺追悼の

日（７月１１日）の制定の必要性を強調した。シ

ョルツ首相もＢＨのＥＵ・ＮＡＴＯ加盟及びシュミ

ット上級代表の職務への強い支持を表明。 

 これを受け、ドディックＲＳ大統領はドイツ人

であるシュミット上級代表の正当性を重ねて否

定しつつ、ベチロビッチ議長によるＢＨのＮＡＴ

Ｏ加盟への言及はＢＨ国家全体の一致した姿

勢ではないと反発した。 

 

 

 

 

（３）日・ＢＨ関係 

●令和４年度草の根・人間の安全保障無

償資金協力「コザルスカ・ドゥビツァ市コズ

マ・ダミャン診療所救急車及び医療機材整

備計画」引渡式の実施（１４日） 

 １４日、杵渕駐ＢＨ日本国大使は令和４

年度草の根・人間の安全保障無償資金協

力「コザルスカ・ドゥビツァ市コズマ・ダミャ

ン診療所救急車及び医療機材整備計画」

の引渡式に出席した。今回の支援では、

日本政府が同診療所に対し救急車及び医

療機材の整備のため６５，２１４ユーロ（約

８３０万円）を供与。重篤患者の第二次医

療施設への適時適切な搬送が可能になる

他、眼科診療用の機材供与により新たに

眼科診療サービスが開始され、年間約８，

０００人の患者に裨益する。 

 

（写真：引渡式の様子） 
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●洪水発生から１０周年目の防災訓練開

催に際するマグライ市訪問（１４日） 

 １４日、杵渕駐ＢＨ日本国大使は、２０１４

年５月にＢＨ中部・北部で発生した大洪水

からの復興を祝し、またマグライ市が開催

した防災訓練の開催に合わせて同市を訪

問し、マフムダギッチ・マグライ市長と懇談

した。日本政府は大洪水発生に際して総

額約１，０００万ドルの支援を行い、そのう

ちの２案件（草の根無償資金協力事業に

よる医療機材供与、及び国際機関を通じ

た地滑りリスク管理のための技術協力）は

マグライ市で実施されたことから、市長か

らは謝意の表明とともに、１０年間の同市

の復興及びインフラ整備への取り組みの

説明があり、自然災害を多く経験する日本

からの技術支援の期待が表明された。 

 

（写真：懇談の様子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●令和５年度草の根・人間の安全保障無

償資金協力「スタナリ市診療所救急車整

備計画」引渡式の実施（１５日） 

 １５日、杵渕駐ＢＨ日本国大使は令和５

年度草の根・人間の安全保障無償資金協

力「スタナリ市診療所救急車整備計画」の

引渡式に出席した。スタナリ市は探鉱採掘

や火力発電所を有しており、緊急搬送の

ニーズも高いことから、日本政府救急車及

び救急車に搭載する搬送用ストレッチャ

ー、脊椎固定具、ＡＥＤ等の機材整備のた

め７１，５８６ユーロ（約１，０００万円）を供

与した。 

 

（写真：引渡式の様子） 
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３．経済 

（１）経済指標（出典：ＢＨ統計局） 

●産業生産指数 

 ２０２４年４月の産業生産指数は、季節調整

後数値で前月比１．７％のプラス。また、昨年

同月比３．６％のマイナス。 

●雇用／失業率 

 ２０２４年３月の失業者登録数は３３万５３８６

（うち女性１９万７，２０８人）で、前月比で０．

９％マイナス、前年同月比で５％マイナス。 

●平均給与 

 ２０２４年３月の平均給与（手取り）は１，３５３

ＫＭで、前年同月比で７．４％のプラス。 

●消費者物価指数 

 ２０２４年４月の消費者物価指数は前月比で

０．１％のプラス。また、前年同月比で平均２．

０％の上昇。食料品・ノンアルコール飲料の価

格は前月比０．２％のプラス。 

●貿易収支 

 ２０２４年１月～４月のＢＨからの輸出総額は

５３．２億ＫＭ（前年同期比８．３％減）、ＢＨへ

の輸入総額は９２．９１億ＫＭ（前年同期比５．

６％増）。貿易収支は３９．７１億ＫＭの赤字。 

（２）経済政策・公共事業 

●ロパレにおけるリチウム鉱床開発：ＲＳ国民

議会での地元自治体主導の開発反対決議案

否決（２３日） 

 ２３日、ＲＳ国民議会は、ロパレ（ＢＨ東部）で

のリチウム・ホウ素、ナトリウム、ストロンチウ

ム、カリウム等の鉱床開発に禁止する宣言案

を否決した。なお、ロパレ市周辺だけでもリチ

ウムの埋蔵量は約５，６００万トンと推測され

ており、セルビア西部（ＢＨ国境付近）における

英豪企業リオ・ティント社のリチウム採掘が地

元住民の反対で一時停止となったのち、欧州

企業の関心はロパレ市近辺に移行。同市市

長を中心に地元住民が反対署名を集め、ＲＳ

野党議員を中心にＲＳ国民議会で鉱床開発に

禁止する宣言案の採択が目指されていたが、

今次、同宣言が否決された。ＲＳ政府はスイス

企業「アルコア」社に同地域での採掘許可を

与えることを目指しているとされる。 

（３）経済協力 

●サラエボ新型路面電車運行記念式典の開

催（８日） 

 ８日、サラエボ・カントン交通省の主催により、

ＥＢＲＤ及びＥＩＢからの借り入れ資金により調

達されたスイス・シュタッドラー社製の新型路

面電車の運行記念式典が開催された。同式

典にはフォルトＢＨ通信・運輸大臣及びニクシ

ッチＢＨ連邦首相等が参加。本件路面電車は

本年３月に１５編成が４０年振りに導入された。 

（４）民間セクター 

●第１３回サラエボ・ビジネスフォーラムの開

催（２２日～２３日） 

 ２２日～２３日、ボスニア国際銀行（ＢＢＩ）及

びドバイ・イスラーム銀行（ＤＩＢ）の共催により、

第１３回サラエボ・ビジネスフォーラムが開催

された。ＢＨからはコナコビッチ外相及びニク

シッチＢＨ連邦首相が出席したほか、諸外国

からはカシル・トルコ産業技術大臣が出席。各

パネルにおいては、従来強調されてきた西バ

ルカンの地域協力に加え、鉄道等のインフラ

整備、グリーン移行といった多岐にわたるトピ

ックが議論された。 

 


